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序

先の調査報告警第 2集と今回の第 3集とが｀久戸遺跡の全貌を語るものになる

わけですが、宗像町内では初見の横穴群を中心とした遺構であり、興味深い調査

ではなかったかと思います。

調査にあたっては、県文化課の酒井仁夫氏をはヒめ、関係者の方々に大変なお

世話をおかけしました。ここに深甚の感禽を申し上げる次第です．

さて、邪馬台国論争など、古代史研究をめぐる世界は、大変賑やかなようです

が、資料発掘や研究も進んで、だんだん、あいまいな部分が捨象され、歴史の真

実が明らかになりつつあるのではないでしょうか．

この報告書が、そうした古代史解明の一資料として役立てば大変幸いです．

歴史への誘いは、現代に生きている私たちの生活や文化の見直しと、未来を眺

望する灯を意昧するといわれていますが、この書が、多くの人々の歴史学習の教

材の一つとして利用されるよう念願いたします。

昭和55年 3月IO日

（
 宗像町教育委員会

教育長 竹 原 瑛
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例 言

l. この輯告書は宗像町梧”綿＂＋地区画整理事業に伴って破壌される予定の遺跡について実

輪した第2次亮掘調査の結果報告である．

2. 調査"昭和3年度に国庫補助を受けて宗偉濁I教育委員会が実施L.緬岡県教育委員会の援

助を得た。

3. 遺物整理については九州歴史資料鱚の橋田親章氏及び幅岡県教育委員会の岩瀬正信氏に楕

導を願った。

,. 掲載した写真のうち遣構については酒井が．遭物については石丸洋氏の指導のもと、平島

美代子君が撮影した．

5. 掲載した挿図1よ草場歌—•平 Ill春美・豊福弥生の 3 君が浄書した．

.. 本書11酒井が執筆編集した．

（． 
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I 調 査の 経過

第2次調企1よ昭和54年4月""から国・峠の財政的1111助を受けて11Jが事業を開始した。

第 1次調査で南躙丘陵地の兌揖調企を終了 L.13基の占墳と石棺2、石蓋土坑1基を確認L

た。北爛丘陵地については当M遺構の存在は考えられなかったが• 第1次調企の時点で蝸権者

からの助目があ,,.古項の存“が知られたので第 2次調企を実施した由である。

まずトレンチ潤企を行い、開墾によってほとんど墳丘を失った 7基の古噴を発見uこ。これ

らの古墳を調査していく中で、下位の標高に当る丘餃斜面には横穴群が存在することが分かり、

風機を用いて表土を剥いで調企した。その緒果itl7の塁道よりなる19基の績穴が発見された。

第 1次調査において墳丘を持つ2基の憤穴を調査Lているが・北九州地区においては群在す

る横穴"これまで遠賞郡以東であり、宗像の地以西においてそのような墓制は当初予想しがた

い状況にあった。かくなる事実に鵞きつつ調査を進行せし，，たのである。

昭租乱年 5月"日、隣接する宗像郎饂悶町で大門古墳群を調査中の固饒上計精志君が写真撮

影用櫓が倒頃Lたた，，屹洛死するというショッキングな事故が発生Lた。この事故を契機とし

て担当者一同発獨調企を中断し、事故の再発防止に向けて請力を注いだのであった．

一応の策が鵡じられた後.'月15日調企を再開し、同月四aに全ての作霙を発TUこ。

調企関 係者

総 括 宗像町軟育委員会 敦育長 竹 原 瑛

（ 庶務会計 問 社会教育課長 牧田悛次

同 社会教育主事 尾 山 清

調査担当 籠嗣県教育委員会 文化課主任技緬 酒井仁夫

調査補助員 高田一弘 草場歌

また実測調査に当っては文化課職員の宮小路質宏・栗原和彦・柳田康雄•井上裕宏・橋口遠

也 -111述昭人・*'修•佐々木隆彦•新,.. 正典各氏の援助を受けた．

' 
1
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II 調査の概要

1. はじめに澤l図．図阪 l)

遺跡は東へと伸びる丘陵の面斜面にある．東キの遂恨に近い綬糾面には 7基の占項が、西平

の急斜地には17基の横穴がある．時代的に後出する憤穴は古墳詳が占地する範脱を避It.谷奥

部に築かれた Lのである。

，，墳は閤墾によって項丘をほとんど失い．石室石"も多（抜き士られ、特に20号墳は石けを

完全に失っていた。また14号墳は石蚤罰キ那が破頃されていた。出t遺物は17号墳で大7Jと,.

恵器が前室床直から一括出土した．

横穴はほとんどが 1墓道1年室で、 2基のみ2玄室をもっていた．玄室の天片部は完存する

ものは 5基のみで、多くは崩壌していた。横穴からの出土遺物は全fl-に少なかったが. 5号横

穴の墓逍と15号・ 17号横穴玄室床面から"まとまって須点器が出土した。頃恵器のli!!""n子

と鉄鰈・耳環・紡鍾車が僅かにみられる程度である．

なお、古墳群の各番号は第 1次調丘からの遁L番号とした。

2. 古

I) 遺 構

．．賽"号壇 1第2国．図版2)

墳丘は完全に失われていた。攘＇）方は奥壁測に若干扇状に広が＇）．上 ,p1.1m.深さ'"""を残

墳 群

していた．前嗣1よ綱平されていた。

内部主体"槙穴式石室であるが、玄室の奥キ部を残すのみである。 S2oWに開口する。奥巾

は'""と侠く、用材も小さい．床面には角礫を用いて殻石されていた．

b. 纂15号墳（第2図．図版2)

墳丘は西爾で僅かに残っていたが｀大半"流失していた．

内部主体は複室の償穴式石室でs,s・wに開口する．石室全長li4.lmである。玄室は平画形

想が羽子板状に奥巾が広い．奥巾l.62m、前巾1.2m、長さ2.16叫甚さ1.6mである。前室"

平iiiの歪みが大きいが、中央巾0.89m、長さ0.66mである．

石騎み法"祖く、詰め石"あま＇）用いていない。墾の持ち送り"凹凸が多いが、意識として

は腰石からまっすぐ内傾させている．

玄室から羨道部にかけての床面1よ羨道鯛へ直線的に傾斜している．

疾道問には閉塞石が基部のみ残っていた．

a
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e. 賽"号噴 t祁 2図）

lfttUに捻"'泣からグ,,允'.l<U,雌偵して,.た<lj¥fr.: よ小礫を多く含む褐色か•以"褐色 t で

築か"てお,,、地"'-'・に蚊心函C●の高さを残してし •Iこ. Ill中に,.恵器を,..,りしていた．

南米躙9こ園溝を..,,もしている．

主体部は小形の績9むt,;岩で. S24°\Vに'~"する．立至9よ艮さ l.!Zm. <Jl0.'4mであるが．

紬,;が9噂淑に開"'"・ より広且の空間にはなる・"偵み法は血姐えか訊（、凹凸が行しい

が、．む域としては持ち送りは楼石から直樟的に1勺傾させている。決道部は抽石とその“間に 1

石を据えただけで斑（．長さ沃..のみである．

沃道部間の閉憲石の残りは良く．枕状の20=大の石を内側に面懐えしてfliんでいた．

d. 纂11号墳（第2図．凶..,, 

項丘は西側と北鰐で僅かに残しているにすぎない．渇色の帖質土を盛っている。項丘径9ょ6.6

m前後と推定され、山側に温溝を，，ぐらしていふなお・"'慨の関溝は第18号墳の周溝に切ら

れていた（第 3図のAA'間が18号項因溝. BB問が"サ積因溝1.

主体部は複室の横穴式石屯で.S<3'WJ; 向に開口する。玄室は僅かに胴張りし．前巾1.4m.

奥巾1.6m 、中央•hl.7m 、 I乏さ2.4m を測る·"'直からの高さ iii.Sm である。膿石9こ 9よ表面を

平滑9こ柵工した石けを用いているが、上部の積み上げ9よ粗く、血揃えも悪い。前室"'崎峡とも

腰石は l 石よりなり、方形を呈する。 •Jll.06m 、長さ0.8mである。羨道は長さ lm と短い．

羨道問の閉塞石は基礎9こ厚手の方"石を据え．その上に角喋を山積みLている。

なお．前室からは遺物が一・括して出土している．

．．纂II号墳（第2図．図版 3)

墳丘は掘り方内部に積み土を残すのみであるが東西に周場が残っており、径5.4mn,後と小

さかったものと推定される．

掘り方は深さl.25mあり、上面で2.7X2.2mの隔丸方形を里L、墓道へと続いている。

内部主体は単室の憤穴式石宝で、 Ss'E/j向に開口する．玄室は長さ1.7m.巾Imの長方

形プランを里L.腰石9こ平滑な6けを用いているため端竪である。襄石より上部の用けは奥堕

を含，，て,Jヽ 振りである。持ち送,,は鞣石を直立させた上から直線的に内傾させている。羨道部

は•MSc●と狭（、茨門よ')外の石村は腰石も含め．呈道屑狐上に馘せている．

閉塞石"支切り石に接Lて積まれ・'°"'大の円喋・角蹂を合わせ用い．平積みしている．

f. 賽,.. が貴 9第4図）

墳丘"径8m前後あったと推定される。盛土は風化した小礫を多く含んだ褐色土である．

掘り方は上•h3.lm 、長さ5.Sm の長1i形プラ／であり、山攘には 3段のステップを作り出し、

さらに巾2.5mの浅い閑溝をもつ．

内部主体は複室の憤穴式石室で. SI~WIこ Jlllロする。全長は5.6m で、当古項群中では最も

' 
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長い,;;室は1.9'2.omMjO)プランで., .. , ●1こ"'り礫を"'いて叡石 L ている．靡石；よ俺~， fi

屯に比して K掘ヽ 9の""を9りいてお,,、"に箕吃"知,;からの秘さ 1.3•"'"' を用いている．

,;111み法は楼",,"'を残しているにすぎないたの詳細に"知り,~ないが．膿石を含め曲道え

よく""''"こ持ち逹Jしている. •i我""''"力狭くなる台"プランを至 L ている．床面には奥

室に続いて骰"している．天IHi力‘’夏っており、硲さは吸石上面からJ.2mてある．なお 敷

石J血は奥単のそれよ,,8直前後下がっている.<i積み法は、奥室のそれに比して1JJくなり、

石9佃1の源間が多い 沃迂部は先鴻に向かうほど,,ヽ"'''のtiHを腰石としており．疾門から 2

石日より外打の""はIll地穀卜に築かれている。そのた，，この"'の石積み上には天井石1よ架構

されなかったと，思われる．

g. 第,,..,貴第4図）

3-4層の褐色土を"'ぃて築かれており・径,.,.のれ丘をもつ〇

掘’’”は玄寇奥咆隕で1.75mの上巾をしち．桑道まで含，，て直線的に1釈F.長さ6.4mであ

る。深さ：よ奥屯綱でも0.7mと浅い．

石"は完全に抜き1,られているが、内部主1本は単室の撰穴式石室と思われ、 s22・w方向に閥

口する。玄送は<ill抜き碩より惟定すれば''''"'"、長さI.6mの長 h形を呈すると思われる．

沃道 1よ先端韻の""のみ行・F残し9いた。そのことから妖さ 1.9m 、 •JJ0.5m前後と与えられ、

祁18号積と'"'規1'1の石室であったと推定される。

2) 潰物

.. 第15号墳出土遺物

出土状泣

慕道から 5個体の項恵器が、また墳丘中から 3個体の須点怪が出士Lた．墳丘中出土の須恵

器のうち 2個体は甕であり、墳丘下に据えられ．破砕されたものと思われる．

.. , ...'第6図I-7・ 第7図1・2,図版14)

岬紐・増．遜・提瓶・援が含まれる．提瓶は当古項群中唯一の出土品である．なお、

ぎご：；；図;::;~;=-ヰた 塁
聾,.,8のけ""室床面から出土L.他の壺•平瓶・擾各 1 鮨体"墳丘中の出土

品である. 8の頸部には内外面共にヘラ記号が刻まれているが．使用Lたエ

具は相異なり．外面のそれがill.いのに対L、内面には"'広のエ具を用いてい

る。

璽16号噴出土紡纏出

冥湯国（緯尺 112)

ー



8
 

ご
1
 

ビニJ,

'-＇-

＇ 

9
,
1
,
.
,

＇¥ 
3
 

壽―

10 

ー , ... 
第9図 第15-16号墳出土須恵醤実瀾図①（韓尺 1/3) 

紡錘車（第 5図，図阪13)

滑石製品で、重益は29.6gである。長時間の使用により中央"の周騒が嗜粍l.、また上下両

面共に削載が甚だしい。

~-璽17号墳出土遣鰤
出土状ill.(図版,-2)

前室の床面から遺物が一括出土した.,. 患器8個体と大n2振である．左鋼壁にそって平瓶

2個体と壺 I饂体が床面に接して出土し、蘊 1蠣体はやや浮いていた。右鋼壁にそって大ni

飯が置かれ、刃部を内ll!に向けていなさら1こ柄部を接して、もう 1級の大nヵ昧面中央邸に

L 
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向けてはかれていた．須恵器"壺・高杯・小鉢各 1個体が7]に接していた．支切り石の手前に

は墳と小形壺各1個体があり．小影壺は床面からやや浮いて出土した。

なお、店追からも多くの頑患器が出土した．

頑忠器（第 8・9図．図版)5-)7)

l8·28·.10• 3J•'5·36• 38• 39が前室からの-・括出土品であり、他：ょg道埋土中の出土品

である。

*711第lO図．図版131

細味の大7]である。 2の刀身は兌掘後紛失した. "'切先を欠くが．平棟で全長6な•崩後．

刀身長55.5cmである。悶部1】2.4~、茎長":""'·7) 身中央部と鋒に鑽が付消しており｀轄装具

，，うち綺金と鞘尻であると思われる.2は関部のみで、 ,c,2.な•である。金銅製玩9よ径2.6Xl.2

； 
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mで．径3.6X2.2emの f\•J直い）の鰈醤め金具が接している。

d. 第II号墳出土遺鋤

出土状況

玄室床面から土師器椀（第12図45.図版17) と耳環 2個が出土

◎i◎0 
。

,~ 
第10図

第18号墳出土耳環宴潟図

1編尺 U2l
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した．

H環内ol≪IJI、M版 13)

金銅製品である。環径は共に等しし•力八駈直 9夕'"''か九 (4.5x5.5●●

であるのに対し、"""球状で5.0X7.3u.,,、9応ヽ ン

•• 第"号墳出土遺物

出土状況

前寇床暉から瑣忠器・'瓶（第2図41,囚版17)が、""床庫から：',._.,

器3個体 l!l¥12図42-44.図.,17)と上頭"kJJが出：leした．

上頭大刀 1第13図,Ill版13)

鋒と茎を欠失する．残存"'"・''●である。刃部は平煉鞘ii銅製の筒金

と鞘Uがあ＇）各々の濱部を断面 l'I形の貞金で直している．莉口に'"径5.2X

4.0cm. l'f. さ3uの倒卵形綱製mが接Lている．揖は把どの接触を良（す

るた，，， <113•の凸出部を造ヽ）出している。

納頭は金銅製上9●で、懸逍如こ"五9●を（すしている...さ6.5<田妓大

巾,.,~である．

f. 募"号墳出土遺物

出上状況

西欝の周ill中から須必器l.0:!'1¥11図-46)が出.tしたのみであり、石

室内からの出土品はない。

3) ,J、結

石宣

7基の古墳の主体部は全て横穴式石室であるが、大中,j、3種あり .15・

17・19号が大型、 18-20"勁沖型.14・16号が小型である。用"もそれぞ

れの大きさに従って異なる。閉塞石も大型の石室では基礎9こしっかりした

石Hを据えているJ 局溝の切り合いから中型の18号が大型の17号より後出

であることが知られる．

遣鎗

須患器"全て同一形式の艇疇に含まれ、 7世紀前半代の所産と思われる．

出土した 3本の大1]は全て細味である。 19-'l-出土品は圭頭柄頭を持って

いた。 1]の全長は杞問と埠を欠失Lているた，，明らかではないが．竹並G

-121-1号横穴出土品の82.2<mに近い数値ではないかと思われる。
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3. 横穴群 （ 図 . , ,-121 

1) 遺構

13 

1; ふ9沿道よ＇）なる,. 島の積穴が検出されな鯛々の横穴についての説明は・・覧表 9第 1表）

どしたので省略し．鑽穴の構造については1玄奎，，面彰懇， lb!立寇立面形態、 kl玄寇床面 (d)閉

荏状慇、 1,10,道および暴直 If)遺物出土状れについて慨観してみる。

a. 玄室平繭形態

玄至の,,面形態"方形，長月"・隅丸長が,,,妓嗣形と 9 つに大~,1 される。長J;"及び閑丸

艮Jj形のbの1'1・2・5B, 9, 12, 14号の6基で、このうち14号のみは横長である。 l・

2・9号は小型のよ室を持ち,1(11'60≪ 以下である．打形のLのli3・4・7・8A, 8 B, 

15.17号の？店であ 'I.若+"1・f・椒状に奥1)』が広がるものや．隅丸のものしある。鼓胴影のも

のは1(1着影とも呼ばtl.5 A·6• IO·ll·13• 16の6基が含まれる．この中に"奥吃しカー

プをもつもの (IO・16号）があり、これら"玄室と茂道との,11差が少ない．

b, 玄宣立面形●

玄宝は崩壊Lた例が多く、天井頂部の完存するしのは9.l1号の2基のみである。しかし雑

定される限りでは全てがアーチ型の立面影態をしている。アーチ型立画ではあるが、堅と天井

との楼に稜を持つ例 Is-,・13・15号）がある，当遣闊検出の横穴はいずれも天井が低く．

最も高い3号で1.05m前後であり. 9号1こいたっては⑳コ前後にしかすぎない，

c, 玄室序illi

蝕い屍床を設げた玄室が 5例 (3• 4・SA, 8A, 8B号）ある。このうち3号と 8A・

BB号：よコ字状の屍床を持つ。コ字状の屍床をもつ例は当然の事ながら、方形プランの玄室で

ある。徘水溝は 4号の屍床のまわりで認められるのみである．

d. 閉●状態

約半数に当るIO基の疾道部問で閉寡石が残っていたが、 9ち4・7・9・14・17号では完存L

ていた（図坂8-2)。これらは特に基部を設けず、角凜を用いて垂直に積み上げている。 7号

が好例である。

．．霙道［及び墓道

横大の振削に当ってはまず丘陵斜面を垂直に近く切り割って墓道及び羨門部を作り出す由で

あるが、この正面カット面の羨門部上にテラスを作り出Lた例がある (5・6・88号）。羨門

の天井部はほとんどがアーチ型をなすと思われるが. 7号のみ"方形である。 9号は羨門を二

段1こ造り出しているが、それは 9号の羨道が極く短く｀閉妻石の崩壊を防ぐのに必要であった

からと思われる. 9号と詞様のプランを持つ2号の場合は玄室との境に溝を持っており、木蓋

で閉がれたしのであろう．
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9知心とぷ宅とグ胤lにふ •1' を改1棧 f列'"・；号であり、これらは女屯全体を つの屁I~ と

みなした L のとも名え 9れると知crt,Hi とが•カ・""にこる例は多いが、 88 号はg心l•HQ

，こ"部を設けてし・る，

5A'}Iょ蘊追がf胆びてBサと恥直する直雌部へと続くが、その境に溝力.,給らllている。やfを

C昧するものか精然としないが， Aサ乃栢追"閉窄＊恥を据えるた，，の溝とも与えられる 2

f. 遣物出土状滉

土屯ば面から7>rtU,遺物は少な（次記の通りである，

2号 須邸諾・e瓶 l

3号

4号

5号

6号

15号

17号

＂ 高杯I

;,,,; 器"'・台付椀 I・ ギ瓶I

須怠器杯蓋2・ 杯身 2

/Jr鉄顛

鉄浪

鉄浪

籾筵卓

耳環

隠9こ 3·4·5·7• 8, 17号，，瓜道から"'忠器• 土邸諾が出土 L ている• 特に 5号からば

)7憫体，，"'''・器ど 1醐（ぶのt師器が出土している，

2) 遺 物

．．須恵鑓（第22・25-27図．囚11.,,19-22)

15号・ 17号の玄室床面出土品と 5号の磁送出土品ガ ・I甜品である．杯贔はかえ＇）をもつ例を

含まず、頂部にポクン状あるいは,.平な宝珠状ツマミを持つ。天"部はヘラijj<Jである,#身

は外方へと開く高合を持つものが多く、底部はかなり広くヘラ肖9りしており丸味を持つ。高杯

は4号から）点、 5サから）点出土したのみで少ない。平朕は多い．胴韻下半から底部にかけ

て●（いヘラ削＇）を施し託面はさらに指で十デ調整か押えている．柑部は丸味を持つ附がほと

んどであるが 15号の床面からは明瞭な棧をもつ例（第2祉•-so, 図版21)が出土している．

他例のU藷部は丸くおさめているのに対し、'°""段である．長頚壺は多くが高台が付き、＂

は丸味をしっている。 17号の墓道から出土した壺（第26図ー86,図版22)は丸味，，ある長胴を

持ち、やや上げ底である。器直"極めて•J'滑である。外面平行叩きの上から木且細か1こヨコナ

デされ．桝部下半はヘラ削りである。胎上"粕良であるが、焼成"特に胴部下半から底部が軟

弱である。他には67• 68の小壺,79の有蓋台付椀が注目される。

．．土緬曇 (52・73・87)

饉かに裔杯とJJJJの計 3点のみである。

"・ 鉄塁＼第23図，図版18)

刀子と浪である。 3 号出土の7J子は全長139•. 刃部妖-、悶部,1n,9である、刃部は平
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10, ●』

第""'第3・ ・ヽ 15号讀穴出土鉄器宴洞図［編尺 1、、"
• 1-6<13号、 7.""号、 ,-10<11... , 

． 

珈載lてある.1"..tlf渾：よ全て尖根式である。 3号からは）¥・})斧箭

式か'"上しているが、他は全て片丸造,,堅涌式鰈である．箆彼と Ji部

の如叩"瞭なものが"とんどである・全長を知り得る冽は多く. 2 

:HHfl'14和で出上例ヽI汲 長い。 7は13.如•。 10は 11.7cmて最も

恥ヽ ，

d. 紡鰻車（第24図．囚淑18-2)

5号から出土した沿,.. 製品である。底径40●●● 頂部径30皿、厚さ 15

U である．項餞は48.3g.

•．耳環！第241祖．図●,18-2) 

6号から出土Lt,銅製品である．表血腐紬して細味になっている．

e「

J

□

g
 

第,..,
第9号横穴出土訪錘車

及び第6号慣穴出土

耳環宴潟図

1縮尺1!2) 
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第27図第 5-13号犠穴出土須恵器実厠図縫尺'"''

3',J、結

横穴の土室''""カ・り出上した直物は1贅かてあったが、 O,;/!から,.,,,,,例を'"'る.,,•. 屯器：こ

形式差は見られず、 1"1.時期J>O滴と月えられ、 7 世紀後1'✓>S'·I\ が．包定さいる，，，，俄1こして

も広Ill式がま、た（な（，尖Ill式/,みてある,Jとさは,,11t:cltして矩(.'"なって,,る

7世紀後判tの横・,¥はii橋'"竹並；釘涛と ill"渇l:klU!kid埠じ；群み蚊祀よ問1こ廿るが,/山i

直跡"数を減らし、"態的にもくずlvl・liftして,,る それに対し ·•;ilj蹄，＇嶺穴："'"部か低

いも nの"態的には咽合整ってお 'I.屁,.を、よけた1列し含まれる 7世紀後ti¥/嶺穴乃み：こ

よる 9紐•あるビし.,.,""""こ偵し.., 這i跡が」"'"'では横・.¥<,>,,"●でみる j;とどぇ合わせ

興味深い，

第 1羨横穴一覧喪 嶋".- -
'―--一~—•ヽ―~ --ふ土—-ー可.. . ・社、aol,''.... 一'-''.'?j"ご"!'不，

心~•.1,,":,,● ••,•· が●叫・し--•·.. -
' . .,.''. -' ,, ... ,. 釦ュ五~--- : -マ ・ T 巧C----f'-L← --- --

I 
. . ---量を __ j ,_ • ~u,,o.·«u 

' ~·L生'"'.'~しこい:·•ヤー文えご竺"'c"-'i-J.. I― ---i 
I 

二，-年．一ゞ竺？：ふt戸ユ;-'I"•伍・ 1•: ..... 真,..二_ ... ..-. 

- -- -一＂汐...,, 竺'"--',•·•:. -••---2_:>_竺．—__;文＇：を竺――' }叩 'I吠.,.. , .. ..,,. 

豆認ぷ戸~.'.:.:.. :'.:-+:'' ． ， ャ十一,,,,肴,.-,_,;M
I ' ,u.-,,.,.,. らふ●●1●●

・ 「石Ti●··~---• 

二字こい二予~_::j三竺'"'"●9
平----'-'¥:叫＇＇ご i,-,:-・-ぷ...,., i二— _:IL•_,..,~·-"-

芦戸臼ビ―·戸3十臼—L一ーニ-: i•、ここ
ヰ f'平―“，,,,, .... た•··•'". ----1---to:'二9立ーニ土'--- i 

喜髯~~三丑'L'.ジ□臼三：［こ『t--t
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聾 2喪古噴出土須恵鱈麟攀饗

.'漏....,,,, .. 名.., 
;, ,,,,_,, .. ,,.' ， 

品り!;;H-必ー!!iー~"fl屯・• 滋滉！［ !Ii t J也，'•
J. :,: ., ..... ．I ! I ，~•箪'•-;•+I II I 忠 ~;.I. Ii._,, n 漬-. - -----. . --- -「i荷 II如 u ；りJfl:M直 I If.',;: l'•J 』 1,1_ !、{" ,~11 北沿 ,I , >r'IIJ•J 

" 
,. . 

忠月 !, lJJjl_~,,Ci. 1,J. ぷば l'•,i lり.3-41111~1>~11紐ヽニ9削 'J 全体に渇予,, 
必 Iぷ：t111.;•lll 曲和伯紺 ’↓ •! 8';!'/1ぷ I~lr..lt, 部へ洲I'J, 

'" • ! ~ ぷ1¥,j] :n !,J, 直 ,i:, ~ ~~-5j_ぷ HがJ ,, !!!i lr...r~ 部へ苅り 'I

竺土"＇，'、、 外芯忠，問I,.,,,, "'' ↓ ・J ;,:,z 1 撫 底温ヘテ倍’』,. -- --
q ¥1 171渾船E l,-ot. I,:! 3 , 

,-＇底底祁ヘテ割').- --

身 t.l:.~ 砂 -111.!;!;,a ~.1:!;J.G .. 昴へう飼 'I

I編 底11-締以くMすdる―し，—、. :;M-•1. , lltll塙邸1よ辺か：

" "" 
ぷ •W 17サ!j¥店』“ ↓ ,g~.;!:l :; 
!4店--lS 

“ ぶば t況'I版>111>15 11¼J-in 岱直 炉 ,;!IS苫r:5,,I 黒＂H底Iit邸はへ ?ffl講 '•"'L ウキ.,,皐臼綱
もカキ／ 笠し... 

~' 絲"
,n, 日

i,t}JJl.Jd•. 涅 t中 燕 1 量を成も駄~,油_ し戯g法ゃ：明． 厖v-~w,直

26 ぷ"~·"' じサrn!;!;,ff: j,7~,;~I/;,,'~IJ ,fj jUテ7収丘叫・る.f."'1'< "・ 囀鴨L. 鵠 Iカ・,-,-,.-
l"ll:l.iJi; 

" 9冴"ぶ"" L, サ項ら直 1がふ-~7.1>,j.,-, ,; 莞 It億 弧ヘラ削11 IIは部ば外反する．

" ~ff '＇ ,n141;1,吋16A ll号JA:前'i,ll<創 0'J『18"Z;o.7 摂 Iてf.閲ケ：斗よ II，，U昂呟をヨ.,.,.デ潟笠し 地ヽょ i

cs 紡"如 'i!... "り積 ~,a 抜 9
,,. 
杯'ii部と騨仕•l'!胆迅；土力たヽ翼嵯，

fu ボH社 !~◄ lll4 ~·· 17¥}!l't約屯庄面 1.,,; ,;,~ ・5.3 撫 9這↓i訊•iへ記—二,出(Ill 郎•)かられ編的に外Nii"る

" 渭 .. ~.-凶.. IH}Jtt曲'i!:1尽蒻 l-~ ぷ~4.3呼 6 撫 l!liif'な祖部をしつ. i!l; 部

花，f•f珠t ~-図
＂ぢ—m 』窮屯It"籍j ・.j,4 <J; が'.2610 5 肇―..1胴,,鵠 t""i'-から底昂9こかけ,r,,,とへ”

t-4W.16 

'.13 J!Jiぼ隣-・辛.11号Jtf集道 _i;IL•tli"い］ 撫 114-球部 f'f-に親分的カキノ鍋蜻に. . -----・ 一--
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五`mi:は”「五了焼 a. I 法 Id •" 』；ヘoil!無,予-~, ]L漬炉切皐弓酪l.；' ~11 序法及び a 濯
34 l臀什凶品沿 !nサJJ1桑jQ ふい坪.7 り はを力もつふし 夢ヽ＇位．嗣鑓に .:12,,>l'I

JS I壺：梨訊!117四叩旺 i,J)7JL!,13. o.S,¥3. 7 I慧州邸 1-.'i'ヵ"',,環笠．底瓢ヘラ削••.

駕壺 i忠m1171.rltl 1iJ'i!. 回 i~l5.l ！慧，I＂I・郎・>-＇わ？血諷竪，，キヽ昂蝶．鉦孤へ吋 l'l!I•, の

J7 I平頼洪僭 1＇17筑 1 . ,J:,. 9,2, II. 2 -@は 1 ！無 :u品かキメ調竪，底緑ナテ調整．

" 
,, . 

臨愕：11輝覇迎油 ,J:6. 9 2,16. 3(£117. 3 ! ,fJ ii,n予罪ばu漏：m-,燒こ填力歓暑潤ハ胃誓， 諾面のヨ<>+

吟 平紙 沿閤 1171汲輝紐直i,.D1. 屯;H.0 @IS. 8 ! 撼 I釦•J 瓜.如叫カキヽ虞立底叩豫心へ""'

" ギ順 栞摺 119↓紐蔚訊油 iRl6.7 l 撫 i嗣榔叩きの上ヨコ＋デ．底邸へ引削•1.

船 i如 J邁 沿堺，紐湘俎溝中 1(1)¥6. 1@16. l I無＇馴 F半部手けちへ刃削').

鯛 1襄古墳出土土鐸鱈観饗衰
芯出!!UJ温へ穫） (' 

●号i器籟ば悶=・ 出土地．社 1 ，，祖 o 遍笠法及び特殿

心 I.. I, "'● "'、""' 19け項 .fi'lfl涌i11)13. ゆ IL9,&.)14. 7 刷郎:よ,JIぃヘラ閤''・

., 鳳 ＇: 第M以.,,." ＂サ項五逗 9ゑ直iJ)Jo. 叫惇.I 内属に放1lt状柑文がある．外iili.iit峡刹渚．.. 釦湛！品罪 19サ憤ぶ嘔床面 J)IJ. 硲~.2 I外虻ヘラ隅き直直1こ雑なHii暗文がある．

“ 綱 Im●阪""" 18号項よ室床面 .l)¥Q心 6 芯われヤPるをは．訓燒迅成不L"て・いるが． ヘラ亭 3かと患

霧ヽ霙鑽穴出土須裏曇● 蝙饗
霞守甜，醤，庄I

奮9

＂ 叫沿岱門悶 2 
~出土~池点圧法蘊ロ

へ記サう 調整法及び特徽

47 平我！ ② 16. 珈 19.2 鑢,... ＇: 胴嬌閲下位から庇謳にかけてヘラJ'lil'I.

" 杯柘 身逗99＇ 日 ,.叩図,恥威匹,,, " " 
3号 逍 ① ぶ .1 撫屈芸．＂マ；を如．絨直翫繍で綱誓

., 3号橋穴忍道 ゆ 15.0(%)5.6 無 底絲ヘラ消＇）．

50 杯身！如磁 3号横穴蔦灌 ゆ 17.2訟 .5(儡定l 熊店台部を欠失．焼成飲弱で調竪法不明． ． 
"'"杯，栞隈 3号讚穴玄哀床直 (1)8. 9② .I釦 9 撫 戸2峰-部3条カのキ沈,,.,. 鱒翌を-1,ffつ+．t記に＂緯状の

引甚杯！話訊円 4号慣穴胴庭部 姐 J(Z)S.2Gf1 I 撫杯底郎は部分(J!Jカヤメ鯛整．

釦平創温栞悶 4号償穴墓道 虚 5②11 5@13. 3 有 胴肝酪と底部ヘラ削,,. 

55 I＇ 壺 ・如匹図'~  4号廣穴伍道 殿"・' 撫 暴げ tてl 饂広ヘくヘァIllラ !'1'I1°•1 畢でキから峰親にか

釦平釈訊泣図 4号讚六基道 亨 9 撫 寵に;部/!I.へ色,予1'4J'!IJ僭紬''・けill着 台欠夫．硬買で外直

57 iU 蓋！~印)W這¥9 5号憤大墓道 ゆ l4.J<Zi4 l I黒 臼ヲ,W'I'な•J 立.状ツつミをもつ.'Ii<汗謳へ

鵠ぶ酎蹂甜器 5号模穴暴道 IID15.~.5 薫偏7J'II•以な')宝.珠状・yマミをもつ.X. 井墨へ

印 l杯身i叩"む逗,. 5号横穴湿這 ① 13. 1(?.i. 9 撫晒麒ヘラ隅 I).

印 1杯身 四筍"~"" 5号横大墓道 ① 14. 5(%15. 6 撫底部ヘラ絹り．

61 ! 杯身 図布,.翫臼Z 5号鑽穴塁這 ① 14. 5(%)6. l 鰐応か1いヤ;Q;て＇ヘf;を'>fflもつ')．釦瓢下半から馘部1ご

"滋身 祁因公慧疇匹 5号横穴騒這 ① IS. l 撫杯降は深い．裏部ヘラ闇）．轟台は欠夫，

」
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色竺P
1"● 9~ "~ .. む~"~ 、.. " ょ"' り. 

-出--I. . 疇~馳.→←.<'一全- -

祖 ● ° 戸... 讚聾法及び特徴

- - - -― 
63 If. 身 PJ-1賃•;, Q; 道 (lit; 溢郎ははわ1:.る．底韻ヘラ削').

ト—- I----~ 

“い身 5サ慣穴以逍 慧 ぶ台は佳（讚へ殺る．底郎へ?ffl').

盃GST,,滴,,“吋• 如MM琴屯― 
5サ績穴娯這 心9ふ 即 硲 い 燕 ,＇U. け麻楕郎．ヘフ渭9』.q, 賞＇で外直に自然囀

" lヽ・影壺I百出認旦翌
5 "t慣穴桑遺 ① 8.2@6~9 撫 3全体に嬉な作り．縫成歓．

5引編大蘊違 1c5日屯咽澳4 無 儀甲な嗣椙をもつ．底邸静.ti:ヘラ1'111り．

緯 ，Jヽ影,.,~ 5サ鑽穴墓辺 @10.4 撫 全-,,体Mに'l渥なn作り` ・綱峰ェ髯下中から鰯璽やヽ

69押劇 g 5号償；；；応遁 l① 7. I :!jl2. 7@14. 6 
＂ 

底部へうM1l,

rol¥ • fflM.,. じ 5 lJ-1賣六届這 '1$16. l 撫 胴9檀直；.,, , 字カ鵬・鑓ヽ＞』菫.,.. . にテ遍か"“て広'"止へ

71平冦 "筍"絆"~' 5号憤穴畠這 i(D:I. 8,:Z..16. 践泣0.l 有 底編ヘラ削りの上籠圧え．

" 平● 磁匹 5号憤；t嘉道 舅 尉鵠カキメ綱蟄、高もは強く外方へ囁る．

" 虔 図.,,凶~" 5号償穴 i① 16. 年 3 撫 i舶11-'t'i'jll[)さの上ヨコ＋デ．

だ 比頚滋 ~., ~ .. " 1号横穴騒逍 I ；・n. u~l7. 7$16. 0 i撫！胴下部ヘラ闇り。四郎ナ汀目聾．

" U預壺：如~ 8号撰＊塩辺 ！⑫ "~ 畷）16.1 撫 ''11ヵ,•最調箪.,. 畠冦.. かい.虞.tコをナしデつ綱・贅疇、瓢力

n 印桓：閑忠 8号慣穴経辺 I⑤ 17.4 慧 u繰部を欠失するJ舅鵠下半ヘラ創り．

" 汲 図.,塁." 鴻 IS号憤穴玄宜床面①9.3R2.3 撫 外国ヨコナデ調整,79とセットになる．

.,, 
呻籟：栞諧 15号鑽穴玄室床面(1)8..7② 4.9 舅 外画ヨコ＋チ調整．

印 平叩栞諮昇 jlS号積祖玄室床酌訪.5②10. 繹 15.7 撫 ＂＂が凰鍼,, "'"く歪.,,躙り、墾饂平で広い躙謳をもつ

" "蓋 m",~,,,. " 17号横穴玄室 ,(Dl6. 叩訟,l 無 1天井籐ヘラ削り．

" 杯亙 MD,>阪~ね 17号横穴玄立 ,({)16. 心 .s 撫 天井謳ヘラ削'l,

83 ＂身
M,,W,_ ~ 17号横穴玄室 I① 13. 心 .3 撫 厖瓢ヘラ閉').

紅 杯身I澁唱 17号償穴玄室 ！① 12.@4. 7 撫 底部ヘラ囀').

邸 杯 ~· 頃如翫畷ね 17号撲穴閃塞籾聞ゆ12.硲以9 撫 i高旬直匹足紀虹環．

" 壼 " 第 傘序一 17号槙穴累道 ！① S.8@21. 喝 18.0 無 馴ァ諏週ヽ土9 ギ胴行叩霙J下•の字年~•・嗣ら平,清.な.,,

"' 襲 第日v這~ m IJ号横大 i(l)Z2. 3 慧 屑部をヘラ割りしている．

● ... 檎 穴 出 土 土 謳 霧 ● ● 衰

●号I醤i月昔土合旦苔遁
第竺図I'号横穴嘉這

i百醤塁"号横穴嘉這

饂咀菰埠
調整法.u特徴

杯郎内外面ヘラ賽き．騨柱瓢ヘラ町）．

uで器竪●J落．外面"ヘラ磨きか．

外函ヨコナチ綱整．

L
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m ま と め

久戸古n群の全域を調任し終え、 4世紀木から 7崖紀後キにか"ておよそ300年間にわたる

慕制の亥遷をたどることができた。

南丘陵"楼高5445mを鮫漏所とし、南北向面11.l).斜面をなす狭い馬1『状鞍部を持っている、'

そこからの展望は釣,,,中流域の沃•tを余すとこみなく什取することができる。この尾揖に第 1

次調'/iLt,,slJI群が占蛾Lているのである．それに対し北丘陵"匹端の尾Illeで楼高40wを持

つにすぎない綬やかな丘陵である。今凪贔たしたその雨斜面から"谷筋と9昔"陵の雄姿を見る

にすぎない。その歴然たる占地性の相遥については鴛くばか＇］であるが．その，，．味するところ

は何であろうか。南丘陵では三角板半；；；切I'や毀象磁こ菓....か紺l葬されている。項祖器にも

子持馳や烏首臆があり、 4世紀末から 5世紀代の特殊直物が出土している。北丘陵の第19号墳

では圭頭柄頭を持つ＊刀が出士している。各々の時代のもつ多加工製品が負う歴史性について

は物竹的貨重性のみでは計'l得ないが、少な（とも 5世紀から 7世紀にかけて久戸古項群の被

葬者が貧困化したなどとは当然考えられない。まして社会階層について霊界の占地のみに関L

て言及してはならない。雨丘陵から北丘陵に被葬地が移動するについてはそれなりの政治的・

社会的・経祈的見埠からの検討が必婆であろう．

南丘陰湛塁末期と北丘陵造径切頭との間にiよ私見ではあるが70-80年の間陵がある。およそ

2世代である。この間6世紀後キから 7世紀初頭頃の騒域：よ調任区内にはなく、他地に求めな

ければならない。

宗像の玄梅灘に近い津屋崎町や玄海町・遠買,,,西岸の岡逗町や遠買町さらに宗像郡内でも他

地ではこの時期の群集lJ1が盛んであり｀それなりの独立群をなしている．

久戸古墳群の変遷する墓制のうち、横大につし・ては第 l次調企でも古墳の内部主体として 3

基検出しており．今回の19基と巧え合をせて興味深い。つまり墳丘を持った横穴"今囮調企分

の横穴群"構造的に大さな差がみられる。つまり阜道は玄室に向かって下向し、玄室の床面は

さらに低（なる点、羨道が挟（．羨門は方形にOOロする点、天井が高く家形になると思われる

点閉塞石が羨門手前に笥かれ板石を用いた例もある点等々であり、より古式の様相をしって

いる．この点竹並遺跡でも同様である。時代は 6世紀中葉と想定され、今回調査分の讚穴とは

100年以上の隔fこりがある，この問憤穴に被葬するという慣習は当遺跨では杜絶Lたのである。

慣穴式石室は 7世紀前半の所産であり、その後横穴に彼葬するようになるという変化もその

理由は知れないが、興味深い変化である。
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